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SDGs で共に創る　持続可能な行方

　
次
に
、
こ
う
し
た
農
業
へ
の
気
候
変

動
に
よ
る
影
響
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
適
応
策
が
求
め
ら
れ
る
か
、
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
気
候
変
動
適
応
法
に
よ

り
、
茨
城
大
学
に
は
茨
城
県
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
、
大
学
と
し
て
は
全
国
初

の
「
茨
城
県
地
域
気
候
変
動
適
応
セ
ン

タ
ー
」
が
２
０
１
９
年
４
月
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
気
候
変
動
適
応

策
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

２
０
２
０
年
に
報
告
書
『
茨
城
県
に
お

け
る
気
候
変
動
影
響
と
適
応
策
―
水
稲

へ
の
影
響
―
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
次
の
表
は
、
私
た
ち
の
主
食
で
あ
る

水
稲
の
気
候
変
動
適
応
策
の
概
要
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
（
増
富
・
田
村

２
０
２
０
）。生
産
者
は
も
と
よ
り
、国・

行
政
、
研
究
者
、
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ

Ａ
）、
企
業
が
連
携
し
、
実
施
の
時
間
、

コ
ス
ト
、
効
果
等
に
鑑
み
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
報
告
書
で
は
、「
基
本
的
な
考
え

方
」
と
し
て
短
期
～
長
期
の
対
応
策
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
同
）。
短
期

的
に
は
、
現
場
で
実
施
可
能
な
栽
培
管

理
の
高
度
化
や
変
更
、
短
期
か
ら
中
期

で
は
、
高
温
に
耐
性
の
強
い
現
存
品
種

の
導
入
や
移
植
日
の
変
更
等
と
な
り
ま

１
．
農
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
２

　
茨
城
県
は
全
国
有
数
の
農
業
県
で
あ

り
、
行
方
市
に
お
い
て
も
農
業
は
主
要

産
業
で
、
私
た
ち
の
生
存
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
農
業
は
、
自
然

の
恵
み
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
が
ゆ
え

に
、
気
候
変
動
の
大
き
な
影
響
を
受
け

る
た
め
、適
応
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
２
で
は
「
飢
餓
を
終

わ
ら
せ
、
食
料
の
安
定
確
保
と
栄
養
状

態
の
改
善
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
農

業
を
促
進
す
る
」と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
２・
４
で
は
「
２
０
３
０

年
ま
で
に
、
持
続
可
能
な
食
料
生
産
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な

農
業
を
実
践
す
る
。
そ
の
よ
う
な
農
業

は
、・
・
・
気
候
変
動
や
異
常
気
象
、

干
ば
つ
、
洪
水
や
そ
の
他
の
災
害
へ
の

適
応
能
力
を
向
上
さ
せ
」
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

２
．
気
候
変
動
の
農
業
へ
の
影
響　

　

で
は
、
気
候
変
動
は
農
業
に
ど
の

第
41
回

気
候
変
動
と
農
業

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う

か
。
国
連
食
糧
農
業
機
構
に
よ
れ
ば
、

次
の
２
つ
に
大
別
で
き
ま
す
（
Ｆ
Ａ
Ｏ

２
０
０
７
）。
第
一
に
、
生
物
物
理
学

的
な
影
響
で
す
。
具
体
的
に
は
、
①
穀

物
、
牧
草
、
森
林
や
家
畜
へ
の
質
・
量

に
お
け
る
生
物
物
理
学
的
影
響
、
②
土

地
、
土
壌
、
水
源
の
質
・
量
に
お
け
る

変
化
、
③
雑
草
や
病
害
虫
の
問
題
の
深

刻
化
、
④
影
響
の
分
布
の
空
間
・
時
間

の
変
化
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
第
二
に
、社
会
経
済
的
な
影
響
で
す
。

具
体
的
に
は
、①
収
穫
や
生
産
の
減
少
、

②
農
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
へ
の
増
加
分
の
減

少
、③
世
界
市
場
の
価
格
の
不
安
定
化
、

④
貿
易
体
制
の
地
理
的
変
化
、
⑤
飢
餓

や
食
料
安
全
保
障
の
危
機
に
瀕
す
る
人

口
の
増
加
、
⑥
人
口
移
動
や
社
会
の
不

安
定
化
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

３
．
農
業
へ
の
気
候
変
動
に
よ
る
影
響

へ
の
適
応

す
。
そ
し
て
、
長
期
的
に
は
、
新
品
種

の
開
発
・
導
入
が
最
も
有
効
な
適
応
策

と
さ
れ
ま
す
が
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
生
産
者
・
行
政
・
研
究
者
・

企
業
等
を
交
え
て
、
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

表　水稲の気候変動適応策

出典：増富・田村（2020）


